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心理教育〝サクセスフル・セルフ〞を活用した
小学校低学年の親子コミュニケーション支援の試み
岡﨑　由美子※１　安藤　美華代※ 2
本研究では，親子のコミュニケーション向上をねらいとして，子どもが学校で取り組んだ心理教育サクセスフル
セルフ ®に沿った親子で行うホームワークを作成し，その実践可能性について検討した。公立小学校１校の１年
生 46人とその保護者を対象に，2年間継続して行った。年間 4回行う“サクセスフル・セルフ”の授業の 2回
目と 4回目の終了後に，授業で取り組んだ内容に沿って親子コミュニケーションを図ることをねらいとした課題
を，1週間毎日，親子で行ってもらった。取り組みに対する親子其々の自己評価と感想を分析した結果，全ての
親子が，1週間の取り組みのうち 5日以上実践していた。感想分析から，親子の良好なコミュニケーションを育
む機会になったと考えられた。以上より，今回の試みは，“サクセスフル・セルフ”を介した学校と家庭をつなぐ，
実践可能な包括的取り組みになり得ると考えられた。
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Ⅰ．はじめに
　小学生におけるいじめ，暴力行為，抑うつ，不登
校等心理・行動上の問題は，複雑化，多様化してい
る。2011年度に小学 4年生から 6年生 667人を対象
に行った過去 1ヵ月間のいじめの実態調査では，被
害経験者 26.3%，加害経験者 20.1％であった。経験
者率が最も低かった「恐喝」でも 10％以上に見られ（被
害 16.4％，加害 11.7％），最も高かった「無視」に
至っては半数近くが経験していた（被害 47.3％，加
害 34.7％）（安藤，2013a）。
　抑うつ状態については，2003年度小学生 2175
人を対象に Birleson自己記入式抑うつ評価尺度
（DSRS-C）を用いて行った調査では，7.8％が抑うつ
状態にあった。最も少ない小学 1年生でも 4.3％に見
られ，学年が上がるにつれて増加し，小学 6年生で
は 14.2％であった（傳田・加古・佐々木・伊藤・北
川・小山 , 2004）。また，近年小学生 4403人を対象
に DSRS-Cを行った別の調査では，16.5％が抑うつ
状態にあった。このうち 1学期間で 10日間以上の欠
席者（2・3年生 0.9％；4~ 6年生 1.0%）では，低
学年（2，3年）者で 40％，高学年（4～ 6年）者で
35.3％が，抑うつ状態にあった（高柳・伊藤・大嶽・
野田・大西・中島 , 2012）。
　児童期にいじめを受けることは，それ以降にわたっ
て，抑うつ等様々な精神的健康上の問題を引き起こす
とされ（e.g., Reijntjes, Kamphuis, Prinzie, & Telch, 
2010），また不登校は自殺や暴力等の問題行動のリス
ク要因とされている（Kearney, 2008）。
　このような現状を受けて学校現場では，児童の健康
や適応を守る取り組みとして，問題の予防に焦点をあ
てた教育やよい側面を伸ばすことに焦点をあてた教育
が，ソーシャル・スキル・トレーニング，構成的グルー
プ・エンカウンター，ピア・サポート，トップ・セルフ，
サクセスフル・セルフ等を活用して，行われるように
なってきている（山崎・戸田・渡辺 , 2013）。
　そのうちサクセスフルセルフ ®は，自己洞察，困
難への対処解決，ソーシャルスキルといった方法を
用いて，感情面，認知面，行動面に働きかけることで，
社会の中で自分らしく生きる基礎力を育むことをね
らいとした，様々な問題を包括的に予防可能な心理
教育である。年間 4レッスンを目安に，学級集団で，
毎年継続して実施することが推奨されている。児童
を対象とした“サクセスフル・セルフ”の実践では，
学校適応，自己コントロール，対人関係および問題
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行動の誘いを断る自己効力感，社会性が向上し，い
じめ・対人暴力・器物破壊といった攻撃行動，いじ
め被害，抑うつ気分の減少が報告されている（安藤，
2012, 2013abc）。
　このような肯定的な変化を継続させるには，学校
内での取り組みに留まらず，学校外，特に家庭と連
携した取り組みにつなげていく必要がある（IUHPE, 
2009）。子どもの心理・行動上の問題には，親の子ど
もへの否定的で威圧的で冷たい態度，一貫性のなさ，
罵倒したり侮辱したりして子どもを傷つけるような
関わりが関連している（Cowan & Cowan, 2004）。
一方，親子の開かれたコミュニケーション，親の子
どもへの支持的関わりや温かい励まし，受容的態度
は，子どもの積極的対処方略を促進する（Gentzler, 
Contreras-Grau, Kerns, & Weimer, 2005；Kliewer, 
Fearnow, & Miller,  1996；Valiente, Fabes, 
Eisenberg, & Spinard, 2004）。さらに，保護者の子
どもの日常生活への関心が高いほど，子どものいじ
め・対人暴力・器物破損といった攻撃行動，学校へ
行きたくないので学校を休む，夜遊びといった行動
上の問題が少ない（安藤，2007）。従って，親の子ど
もへの関心や適切な関わり，親子の適切な感情交流
は，子どもの困難への対処力を向上し，ひいては心理・
行動上の問題の予防につながると考えられる。
　そこで本研究では，親子の適切なコミュニケーショ
ン向上をねらいとして，子どもが学校で取り組んだ
〝サクセスフル・セルフ〞に沿った親子で行うホーム
ワークを作成し，その実践可能性について検討した。
Ⅱ．方法
１　対象
　中国地方 A市の公立小学校１年生 2学級 46人（男
子 22人，女子 24人）とその保護者 46人。
２　方法
　2年間の取り組みであり，1年生時は 2012年 2月～
3月，2年生時は 2013年 6月～ 7月に行われた。親子
で行うホームワークは， 1年生時，2年生時のいずれも
〝サクセスフル・セルフ〞の 4つの授業の 2回目終了
後と 4回目終了後の 2回（1週間毎日）行われた。ホー
ムワークの課題は，親子間コミュニケーションを図る
ことを目的に，〝サクセスフル・セルフ〞での学習を
踏まえて作成された（資料 1，資料 2，資料 3）。尚，
授業内容を考慮して，2年生時 2回目のホームワーク
の内容は，1年生時 2回目の内容と同じにした。
　ホームワークシートは，負担感を軽減することを
ねらいとして，A4サイズ 1枚で作成した。シートの
構成は，まず冒頭に，各回のホームワークと子どもが
学校で取り組んだ“サクセスフル・セルフ”の内容
の関連について，記述した。続いて，ホームワーク
の方法を記述した。そして，評価欄と感想欄を設けた。
1週間のホームワーク終了後，児童から担任へ提出し
てもらった。
３　評価方法
　ホームワークの目標に対する自己評価を，2=「で
きた」，1＝「少しできた」，0＝「できなくて残念」
の 3段階で，児童と保護者の其々に，毎日してもらっ
た。さらに 1週間のホームワーク終了時に，感想を
求めた。
　1年生時と 2年生時に行った〝サクセスフル・セル
フ〞のレッスンのテーマ・ねらい・ホームワークの内
容を表 1に示す。
表1“サクセスフル・セルフ”低学年におけるレッスンのテーマ・ねらい・ホームワークの内容
レッスン1 レッスン2 レッスン3 レッスン4
1年生
テーマ 自分について知ろう 仲間について知ろう 気持ちを考えよう 問題解決しよう
ねらい 自己理解 友達関係構築 対処と解決 対処と解決
ホーム
ワークの
内容
レッスン2後 レッスン4後
児童「話をする」保護者「話を聴く」「気持ち
を理解する」を使ったコミュニケーション
3つのわざ「適切な自己主張」「共感」「ゆ
ずりあい」を使ったコミュニケーション
2年生
テーマ 自分らしく生きよう 友達関係について考えよう 気持ちを考えよう 問題解決しよう
ねらい 自己理解 友達関係構築 対処と解決 対処と解決
ホーム
ワークの
内容
レッスン2後 レッスン4後
家族がなかよくするために，家族みんなで
こころがける行動目標
3つのわざ「適切な自己主張」「共感」「ゆ
ずりあい」を使ったコミュニケーション
４　分析方法
　毎日の取り組みに対する児童・保護者其々の自己
評価得点は，1年生時，2年生時の其々の 1回目，2
回目のホームワークとも，各目標別に 1週間の平均
得点を算出した。
　感想については，KJ法（川喜田，1967/2006） によっ
て分析を行った。尚，感想の記述のあった者を分析
対象者としたため，ホームワークごとに分析者数が
異なっている。分析にあたっては，独断的な判断に
なるのを避け，内容分析やカテゴリ生成の妥当性を
高めるために，筆者らと臨床心理学を専攻する大学
院生 2人，教育心理学を専攻する大学生 2人とで検
討を行った。
５　倫理的配慮
　〝サクセスフル・セルフ〞実施に際しては保護者へ
あらかじめ手紙を配布して理解と協力を得た。調査
票の記載事項および集計結果については本研究の目
的以外には使用しないこと，また調査結果は統計的
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に処理されるため個人名は特定されないことについ
て，実施校で実践者が学級担任に説明し，同意を得た。
Ⅲ．結果
１．実践状況　
　“サクセスフル・セルフ”の実践には 1年生時，2
年生時とも，全児童が参加した。ホームワークにつ
いても，自宅に持ち帰ったワークシートで，児童と
保護者全員が取り組んだ。
２．ホームワークに対する自己評価
　1年生時 1回目，2回目，2年生時 1回目，2回目
の自己評価得点の平均は，児童では 1.19～ 1.63，保
護者では 1.15～ 1.56であった。いずれも中程度以上
に目標を達成できたと評価していた（表 2）。
表2　児童と保護者におけるホームワークの自己評価の平均得点
ホームワークの目標 平均得点
児童 保護者 児童 保護者
1年生時
1回目 保護者に語る 子供の語りを聴く 1.63 1.56
2 回目
自分の気持ちを伝える 自分の気持ちを伝える 1.28 1.26
保護者の気持ちを考える 子供の気持ちを考える 1.19 1.15
ゆずりあう ゆずりあう 1.21 1.19
2 年生時
1回目 家族が仲よくするための行動をする 家族が仲よくするための行動をする 1.63 1.56
2 回目
自分の気持ちを伝える 自分の気持ちを伝える 1.28 1.26
保護者の気持ちを考える 子供の気持ちを考える 1.19 1.15
ゆずりあう ゆずりあう 1.21 1.19
注）1年生時人数（1回目：児童42人，保護者42人。2回目：児童42人，保護者42人。）
　　2年生時人数（1回目：児童43人，保護者43人。2回目：児童46人，保護者46人。）
　　得点（できた=2，まあまあ=1，できなくて残念=0）
３．児童の感想分析　
　1年生時の 2回，2年生時の 2回の 4回のホームワー
クを通して，児童の感想からは，いずれのホームワー
クでも保護者と関れた「喜び・楽しさ」といった「満
足感」，今後の発展につながる「意欲の向上」のカテ
ゴリが生成された（表 3，表 4，表 5，表 6）。
　さらに，1年生時の感想からは，実践が充分にでき
なかったことを残念に思う「未達成感」のカテゴリが，
共通して生成された（表 3，表 4）。2年生時の感想か
らは，実践した努力や気持ちを振り返る「自己洞察」
のカテゴリが，共通して生成された（表 5，6）。
　同じ内容のホームワークを行った 1年生時と 2年
生時の 2回目においては，「3つのワザの活用」のカ
テゴリが，共通して生成された（表 4，表 6）。
表3　1年生1回目のホームワークにおける児童の感想の内容分析（N=43）
　　　上位カテゴリ	 （人）　　　下位カテゴリ	 （人） 具体的記述内容
コミュニケーションの促進	（35）話せたこと	 （26）
おうちの人と話してみるといつもはそん
なに話せないけど，いっぱい話せてよ
かった。
よくできたこと	 （5）◎がいっぱいできてすごいと思いました。
できるようになったこと	 （4）
はじめは少ししか話せなかったけど，友
達や学校の話をしたらいっぱい話せて楽
しかった。
理解	 （10）おうちの人のこと	 （7）お母さんの知らないことがわかったのでよかったです。
その他	 （3）お話をしていろいろなことがわかりました。
満足感	 （4）喜び・楽しさ	 （4）いっぱい話せてうれしかったです
被傾聴体験	 （2） ちょっとしか話せなかったが，きいてもらってよかった。
被賞賛体験	 （2） お母さんにほめられてうれしかったです。
未達成感	 （2） 最後は△になってちょっと残念でした。
意欲の向上	 （1） これからもっとお話をしてみたいです。
表4　1年生2回目のホームワークにおける児童の感想の内容分析（N=42）
　　　上位カテゴリ	 （人）　　　下位カテゴリ	 （人） 具体的記述内容
3つのワザの活用	 （33）達成感	 （21）
自分の気持ちを上手に伝えるとすっきり
した。おうちの人の気持ちを考えるとい
ろんなことがわかった。
難しかったこと	 （7）3 つのワザを全部使うのは難しかった。とくにゆずりあいが難しかった。
役立ち感	 （5）けんかはよくおきるけど，この 3つのワザを使えば，ならないと思います。
満足感	 （11）喜び・楽しさ	 （11）お母さんに学校のことを教えて楽しかった。
達成感	 （8） こんな◎がいっぱいできてよかった。
未達成感	 （5） ぜんぜん使えなくて残念でした。
意欲の向上	 （5） これからもがんばります。
感謝	 （1） ありがとうございます。
表5　2年生1回目のホームワークおける児童の感想の内容分析　（N=46）
　　　上位カテゴリ	 （人）　　　下位カテゴリ	 （人） 具体的記述内容
満足感	 （27）喜び・楽しさ	 （15）
お料理が好きだからお料理のお手伝いに
しました。やけどはしたけどほめられた
からうれしかったです。楽しかったです。
コミュニケーションの楽しさ	（12）
ありがとうとごめんなさいを使ってみる
と自分もいい気持ちになれてうれしかっ
た。
意欲の向上	 （9）取組の継続	 （6）毎日できてうれしかったので，今後も続けていきたいと思いました。
自己肯定感の向上	 （2）
自分もエレベーターであいさつできな
かったけど，だんだん上手になれてきた
からうれしかった。
積極性の向上	 （1）
わたしがお母さんに，あいさつしてって
言われないのに自分であいさつができて
うれしかったです。
他者理解	 （4）みんなとなかよくしたりなかまをたくさんにして，なかよくなりました。
達成感	 （4）気持ちが伝わったから「おはよう」っと言い返してくれました。
努力	 （4）めあてを決めてきちんとあいさつをがんばりました。
自己洞察	 （2）今まであんまりお手伝いをしたことがないけど楽しかった。
賞賛	 （1）お母さんは全部◎と○でした。すごいとおもいました。
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表6　2年生2回目のホームワークにおける児童の感想の内容分析　（N=46）
　　　上位カテゴリ	 （人）　　　下位カテゴリ	 （人） 具体的記述内容
満足感	 （14）喜び・楽しさ	 （14）
ワザを使ってなかよくなったりして楽し
いです。気持ちを伝えるのは難しいけど
楽しいです。
3つのワザの活用	 （12）
おうちの人や自分の気持ちやゆずりあう
のが大切だから 3つ使って楽しくすごし
たいとおもいました。
意欲の向上	 （12）取組の継続	 （8）
いろいろなことがあったから今度から 3
つの作戦を使います。
毎日できてうれしかったので，今後も続
けていきたい。
努力の継続	 （4）
ゆずりあうがぜんぜんできていなかった
から残念でした。だからもっとがんばり
たい。
自己洞察	 （12）努力の内容	 （7）
相手の気持ちを考えてやったら，言い返
しておたがいゆずりあえる。
自分の気持ちがわかってもらえてよかっ
た。おうちの人の気持ちを考えるのをが
んばった。
3つのワザの難しさ	 （5）
ゆずりあうが難しかった。どうしてかと
いうと自分の話ばっかりしてしまうから
できなかった。
相手の気持ちを考えて話すのが難しかっ
た。
４．保護者の感想分析
　4回のホームワークを通じて，保護者の感想からは，
いずれのホームワークでも，努力したり工夫したり
したことによる親子の「コミュニケーションの促進」
のカテゴリが共通して生成された（表 7，表 8，表 9，
表 10）。
　さらに 1年生時の感想からは，「気持ちの変化」の
カテゴリが，共通して生成された（表 7，表 8）。2年
生時の感想からは，「自己洞察」，「目標の継続」や「上
達への期待」に関する「展望」のカテゴリが，共通
して生成された。
　同じ内容のホームワークを行った各学年時の 2回
目においては，1年生時では，3つのワザの理解・活用・
評価といった「3つのワザの活用」に関するカテゴリ
が生成された。一方 2年生時には，3つのワザを活用
したことに関する「満足感」のカテゴリが生成され
た（表 8，表 10）。
表7　1年生1回目のホームワークにおける保護者の感想の内容分析　（N=43）
　　　上位カテゴリ	 （人）　　　下位カテゴリ	 （人） 具体的記述内容
気持ちの変化	 （37）反省	 （14）
日頃，いかに子どもと話していないの
か…改めて実感。ゆっくりと話をする時
間をとらないといけないな〜と思いまし
た。
喜び・楽しさ	 （12）聞かれて楽しかったです。いろんなことを聞かれて楽しかったです。
展望	 （11）忙しいを理由にせずこういう時間を作ろうと思いました。
コミュニケーションの促進	（29）上達	 （17）
最初は私が問いかけの形でしたが 3日目
頃から自分で順序だてたり気持ちの表現
などを盛り込みながら上手に話してくれ
るようになりました。
努力	 （7）
気持ちを理解できたか，不安に思うとき
もありましたが，子どもの気持ちを理解
しようと意識して過ごせた一週間でし
た。
期待	 （5）これからはもう少し会話の時間を意識して少しでも多くとりたいと思いました。
ホームワークの取組	 （10）戸惑い	 （7）
学校の宿題として話を聴く時間を作ると
子どもの話し方が不自然な話し方をする
ので少しいつもの話し方よりもききにく
さを感じました。
肯定的評価	 （3）
普段向き合ってゆっくり 2人だけで話す
時間をとっていなかったんでとてもよい
機会でした。
表8　1年生2回目のホームワークにおける保護者の感想の内容分析（N=46）
　　　上位カテゴリ	 （人）　　　下位カテゴリ	 （人） 具体的記述内容
コミュニケーションの促進	（45）今後への展望	 （13）
「ゆずりあう」気持ちって大切だなと思
いました。今回はゆっくり話があまりで
きませんでしたが，今後に活かしたいと
思います。
今までの反省	 （13）
「落ち着いて話す」は 2 人ともが苦手な
ことだと改めて思いました。親子の会話
は意見の出し合いではなく，主に楽しみ
としてのおしゃべりが多いので「ゆずり
あう」という感じではなかったように思
います。
努力の継続	 （12）
ワザは使ったつもりですが，子どもと気
持ちを通わせたかは不安です。今後も意
識して接していきたいと思います。
上達の実感	 （7）
改めて深く考えることができてとてもよ
い勉強になりました。子どもも意識して
いたのか話し方に変化があったように思
います。よくできていたように思います。
気持ちの変化	 （29）子どもへも理解	 （17）
自分の話を整理しながら話すことが少し
ずつできるようになってきたように思い
ます。
喜び・楽しさ	 （7）たくさんお話をして気持ちがよくわかったからうれいかったよ。
期待	 （5）これからも，子どもとの時間を大切にしていきたいです。
3つのワザの活用	 （21）3つのワザへの理解	 （9）
何気なくいつも会話していましたが，キ
レないで話ができているか？相手の気持
ちを理解しているか？お互いの意見を受
け入れているか？等，改めて深く考える
ことができてとてもよい勉強になりまし
た。
3つのワザの活用	 （7）
子どもとの会話を 3つのワザを使って話
すと，普段は何も考えずに話していると
反省しました。毎回このワザを使うのは
難しいけれど，子どもから話しかけてく
る時などは，しっかりこのワザを生かし
てコミュニケーションをとりたいなと思
いました。
3つのワザの評価	 （5）
親子であっても，意識しないとわからな
いこともたくさんあるので「ワザ」とし
て子どももなじみやすく，その事を解決
する術となり，よかったと思います。
ホームワークの取組	 （4）意欲の向上	 （4）
どのようにしたら，自分の気持ちが子ど
もに伝わるか色々と考えて話をするとい
つもとはちがった会話ができたように思
います。子どもも一生懸命自分の気持ち
を伝えようと頑張っていました。
表9　2年生1回目のホームワークにおける保護者の感想の内容分析　（N=46）
　　　上位カテゴリ	 （人）　　　下位カテゴリ	 （人） 具体的記述内容
コミュニケーション促進	（28）
挨拶	 （14）挨拶をきちんとすると一日が気持ちの良いものになるね。
会話	 （7）
たくさんお話ができました。学校でも楽
しく過ごしていることがわかり，お話し
ていて楽しかったです。
接し方の工夫	 （4）お互いの目を意識して接することで気持ちよく生活ができました。
一緒に考えること	 （3）兄弟仲良くゆずりあって一緒に遊べました。
自己洞察	 （22）努力不足	 （10）
挨拶は基本的なことで毎日できていると
思っていたけれど，意識してみると意外
とできていないことが多々ありました。
気持ちの大切さ	 （8）
言えた時の「気持ち良い」と感じた気持
ちを大切にして，これからもできるとい
いなと思います。
時間不足	 （2）忙しくてゆっくり話をする時間がない。
親の影響	 （1）私の態度がそのまま反映される。
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経験不足	 （1）子どもと改めて向き合う機会がなかった。
家庭の雰囲気の変化	 （12）笑顔	 （5）
毎日，家庭で“ありがとう”を言う機会
があり夕飯の時間を笑顔で過ごすことが
できてよかったです。
言葉かけ	 （4）
普段よく使う言葉ですが，こうして意識
して言葉にする事により素直な気持ちが
伝わってとてもよかったと思います。
声のトーン	 （3）
つい声を荒げてしまうことが多いのです
が，少しゆっくり指示してみると，すね
たりおこったりといった反応があまり
返ってきませんでした。
展望	 （12）目標の継続	 （4）
お互いに感謝の心をもって接することが
できるようになるとよいなと思うので，
この先続けていいたいです。
将来への希望	 （4）
なりたい自分になるためには，まず心が
けることから始まると思うので，これを
機会に続けていき，未来につながればい
いと思います。
努力の継続	 （2）意識をして心をこめて言うようにしたい。
上達への期待	 （1）数あるあいさつがたくさんできるといいな。
家族の協力	 （1）家族みんなで気持ちのよいあいさつをするよう心がけました。
子どもへの感謝	 （6）
お手伝い	 （4）お手伝いをしてもらい嬉しく，いつもより優しく接することができました。
思いやり	 （2）暗そうな顔をしていると，一緒にどうしたらいいか考えてくれました。
家族で取組む機会	 （3）「家族でどうしたらよいか…？」と考える機会をいただきよかったです。
表10　2年生2回目のホームワークにおける保護者の感想の内容分析　（N=42）
　　　上位カテゴリ	 （人）　　　下位カテゴリ	 （人） 具体的記述内容
自己洞察	 （44）努力不足	 （22）
家族間の甘えや感情的になってしまうこ
とがあり，改めて難しいことだなと感じ
ました。とても大切なことなのでこれか
らも意識して接していくといいなと思い
ます。
3つのワザの難しさ	 （11）
気持ちを伝えることの難しさを感じま
す。
自分の気持ちを伝える…とても難しいと
思いました。言葉にしようと思うとなか
なか伝わりにくかったり言葉にできな
かったり…。
子どもへの理解	 （11）
自分の気持ちを伝えられるようになっ
た。
ゆずりあうことはよくできる
子ども依存	 （1）忙しそうだと気をつかって本など読んで静かにしてくれて助かっている。
コミュニケーションの促進	（11）3つのワザの活用	 （10）
親と子の間だけでなく，姉妹でもこの 3
つのワザを使ってコミュニケーションが
とれるといいなと思いました。
相手の気持ちを考えたりゆずりあうこと
で家族間でも気持ちよく過ごせるように
3つのワザを使っていきたいですね。
激励	 （1）ゆっくり落ち着いてやればできると思いますので，がんばってください。
展望	 （9）目標の継続	 （6）
粘り強く伝えて本人が気持ちよく取り組
んでくれるとこちらも気持ちがよくなり
ますので，達成感充足感があり続けてい
きたいと感じました。
上達への期待	 （3）
話し合いが習慣づくようになればいい
なぁと思いました。
これからも，少しでも意識してお互いに
話をしたいです。
満足感	 （5）
満足感	 （4）
家族の中で相手の気持ちを考えることを
身につけるのは，自然と友だちやまわり
の人にもできるようになると思うのでこ
のような意識を高めるいい機会になりま
した。
感謝の気持ち	 （1）
素直に自分の気持ちを伝えてくれてうれ
しいです。これからも楽しい会話ができ
るように気をつけていきたいです。
Ⅳ．考察
　本研究では，親子で行うホームワークを介して保
護者のプログラムへの参加を親子へのコミュニケー
ション支援として試み，その実践可能性について検
討した。
１　ホームワークを介したプログラム参加について
　学校で取り組む心理教育〝サクセスフル・セルフ〞
での自己洞察，困難への対処解決，コミュニケーショ
ン力向上に関する取り組みを学校外，特に家庭と連携
した取り組みとしていくために（IUHPE, 2009），保
護者の参加方法について検討した。参観日や保護者
会等のあらかじめ計画されている学校行事に毎回参
加している保護者の割合は低学年で約 30％に過ぎず，
学年が進むにつれて参加率が低下することが明らか
にされている（増田，2009）。実際，Ａ小学校での保
護者の学校行事への参加率は，学校行事の種類や時
期で大きな差があり，続けて多くの保護者が参加す
ることは困難であると推測された。そこで，〝サクセ
スフル・セルフ〞を学級で児童を対象に行い，学習
内容に基づいた親子で行うホームワークを作成した。
そして，児童に家庭に持ち帰ってもらい，家庭で保護
者と児童が一緒に取り組む方法を試みた。その結果，
全員の児童とその保護者が参加することができた。4
回全てホームワークの提出率は，90%を超えていた。
以上より，学校で取り組む心理教育〝サクセスフル・
セルフ〞に親子で行うホームワークを用いることは，
自宅で参加できることで，親子一緒に目標に取り組
め，多くの保護者の参加が期待できると考えられた。
２　ホームワークの実践可能性について 
　本研究において，1，2年生児童及び保護者のホー
ムワーク実践後の自己評価得点から概ね目標は達成
されていると考えられた。また，親から子へ子から親
へという双方向に向かうコミュニケーションのあり
方がコミュニケーション支援には重要である (米澤，
2004)と言われており，児童及び保護者のホームワー
ク実践後の感想の内容分析で，親子間のコミュニケー
ションの促進やその結果による児童と保護者の満足
感が多くあることがわかり，心理教育〝サクセスフル・
セルフ〞でホームワークを用いることによって，親
子のコミュニケーションが促進し，親子の理解を深
めることが可能であると考えられた。
　親からの理解や親子の会話の有無は子どもの心の
健康問題と関係が見られ，中でも子どもの年齢が低
いほど子どもの心の健康問題に影響を与える（吉本
ら，2005, 2007）。低学年ほど親子によるコミュニケー
ションが心の健康問題に与える影響が大きいと考え
られ，この時期から親子コミュニケーションを支援
することは意義があると考えられた。
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Ⅴ．まとめ
　学校で取り組む心理教育〝サクセスフル・セルフ〞
を学校外，特に家庭と連携した取り組みとしていく
ために，児童が家庭で保護者と一緒にホームワーク
を活用した保護者の参加方法について検討したとこ
ろ，ホームワークへの参加率，ホームワークにおけ
る目標の達成状況，ホームワークを行った児童と保
護者の感想分析から，親子の良好なコミュニケーショ
ンを育む機会になったと考えられた。その結果，今
回の試みは，“サクセスフル・セルフ”を介した学校
と家庭をつなぐ，実践可能な包括的取り組みになり
得ると考えられた。
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資料 2　1年生 2回目で使用したホームワークの内容
こころのけんこうきょうしつ“サクセスフル・セルフ”ステップアップカー ド
おうちの人といっしょにステップアップNo.2
き り と り せ ん
1 年生担任
平成 25 年 3 月○日
保護者　様
1年○組
「おうちの人といっしょにステップアップNo.2」のお願い
　1 年生では，現在「心の健康教室“サクセスフル・セルフ”」を実施しています。レッスン 3．4 では，友達となかよくな
る3つのワザ「自分の気持ちを上手に伝える」「相手の気持ちを考える」「ゆずりあう」の学習を行いました。レッスン内容
が深まるように，ご家庭でお子さんとご一緒に3つのワザを使って，コミュニケーションをとってみてください。ご協力よ
ろしくお願いいたします。
　「自分の気持ちを上手に伝える」とは，「キレないで落ち着いて自分の気持ちが相手に伝わるように話す」ことです。「相
手の気持ちを考える」とは，「相手の意見や気持ちを大切にする」ことです。「ゆずりあう」とは，「おたがいの意見を少し
ずつ受け入れる」ことです。
ご協力ありがとうございました
おうちの人の感想じぶんのかんそう
お子さんが記入してください
①じぶんのきもちをじょうずにつたえる
②おうちの人のきもちをかんがえる
③ゆずりあう
つかったワザ
◎よくできた　　○まあまあできた　　△つかえなくてざんねん
3/○ 3/○ 3/○ 3/○ 3/○ 3/○ 3/○
おうちの人が記入してください
1ねん○くみ・　ばん・なまえ
①自分の気持ちを伝える
②子どもの気持ちを考える
③ゆずりあう
使ったワザ
資料 3　2年生 1回目で使用したホームワークの内容
（OKAZAKI Yumiko）（ANDO Mikayo）
ご協力ありがとうございました
おうちの人の感想じぶんのかんそう
2ねん○くみ・　ばん・なまえ
こころのけんこうきょうしつ“サクセスフル・セルフ”ステップアップカー ド
おうちの人といっしょにステップアップNo.1
目標が…　　◎よくできた　　○まあまあできた　　△できなくてざんねん
（例：「おはよう」、「おやすみなさい」のあいさつをする）
記入したおうちの人はだれですか（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
お子さんが記入してください
6/○ 6/○ 6/○ 6/○ 6/○ 6/○ 6/○
おうちの人が記入してください
家族がなかよくするために，家族みんなでこころがける行動目標
き り と り せ ん
2 年生担任
平成 25 年 6 月○日
保護者　様
2年○組
「おうちの人といっしょにステップアップNo.1」のお願い
　2年生では，現在「心の健康教室“サクセスフル・セルフ”」を実施しています。レッスン1では，“なりたい自分”に近
づくための行動目標をあてる学習を行いました。レッスン 2 では，友達関係でよかったことやつらかったことを振り返り，
ほどよい友達関係のあり方を考えることを通して，人と関わることの大切さを学習しました。
　レッスン内容が深まるように，ご家庭でお子さんとご一緒に，どのような家族が，お子さんにとっても親・保護者にとっ
てもよいのかを考え，「家族がなかよくするために心がけたい」家族で取り組む行動目標をたて，実践してみてください。
　ご協力よろしくお願いします。
Title: Support for Children in the Lower Grades of an Elementary School through Parent-Child 
Communication Facilitated using Psychoeducation “Successful Self”
Yumiko OKAZAKI※１　Mikayo ANDO ※２　
Key Words:  psychoeducation, homework, parent-child relationship, communication,elementary school
※１　Kurashikihigashi Elementary School
※２　Graduate School of Education, Okayama University
資料 1　1 年生 1 回目で使用したホームワークの内容
おうちの人といっしょにステップアップNo.1
1 年生担任
平成 25 年 2 月○日
おうちの方へ
1年○組
「おうちの人といっしょにステップアップNo.1」のお願い
こころのけんこうきょうしつ“サクセスフル・セルフ”ステップアップカー ド
き り と り せ ん
　1年生では，現在「心の健康教室“サクセスフル・セルフ”」を実施しています。レッスン1.2では，友達作りのスキル「自
分のことを話す」「まわりの人の話を聞く」活動を行いました。レッスン内容を深めるために，お子さんの話をおう
ちの方に聴いていただき，お子さんの気持ちを理解してみてください。ご協力よろしくお願いいたします。
　お子さんとの話の内容は，「学校でのこと」「おうちでのこと」など，お子さんにまかせてやってください。
ごきょうりょくありがとうございました
じぶんのかんそう おうちの人のかんそう
おうちの人が記入してください
　◎しっかり聴いて気持ちを理
解できた
○すこし聴けた
△聴けなくて残念
お子さんが記入してください
おうちの人にはなそう
◎いっぱいはなせた
○すこしはなせた
△はなせなくてざんねん
＊はなしをしたおうちの人はだれですか（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
1ねん○くみ・　ばん・なまえ
2月○日 2月○日 2月○日 2月○日 2月○日 2月○日 2月○日
　お子さんの話を聴いて，お子
さんの気持ちを理解してみてく
ださい
